
別紙様式２（特養） 

 

特別養護老人ホームの職員の配置状況について（令和元年１２月末現在） 

【従来型・ユニット型の別： ユニット 型】 
 

施設種別 
特別養護老人ホーム 

（空床短期を含む） 

併設短期入所生活 

介護 （ 有・無 ） 

 特養と併設短期の 

 合 計 数 

入 所 定 員 ９０人 １０人 １００人 

(直近在籍者数) （   ８８   ） （    ６   ） （   ９４   ） 

前年度入所者数 ８９.３人 ９.７人 ９９人 

配置すべき職種 配置基準 配置数 配置基準 配置数 配置基準 配置数 

管理者(施設長) １ １ １ １ １ １ 

医師 １ １   １ １ 

生活相談員 

 （うち常勤） 

１ 

(         ) 

２ 

(   ２    ) 

 

定員20以上１ 以上 

 

(         ) 

１ 

(         ) 

２ 

(   ２    ) 

看護職員＋介護職員 ３０ ４６.４ ４ ４.５ ３４ ５０.９ 

うち看護職員 ３ ５.２   ３ ５.２ 

 （うち正看） １ (  ４.２  )  (         ) １ (  ４.２  ) 

(該当する加算に○) 看護体制加算  Ⅰ  Ⅱ 看護体制加算  Ⅰ  Ⅱ  

 （うち常勤） (   １    ) (   ４    ) 定員20以上１ 以上 (         ) (   １    ) (   ４    ) 

うち介護職員 ２７ ４１.２ ４ ４.５ ３１ ４５.７ 

 （うち常勤） (  １０   ) ( ３０.７ ) 定員20以上１ 以上 (         ) (  １０   ) ( ３０.７ ) 

管理栄養士  

 １以上 

１  

 １以上 

  

 １以上 

１ 

栄養士    

機能訓練指導員 

職種(看護職員  ) 

 

 １以上 

１  

 １以上 

１  

 １以上 

１ 

(該当する加算に○) 個別機能訓練加算（  ）  機能訓練指導員配置加算（   ）  

介護支援専門員 １ １  １ １ 

 （うち常勤） ( １以上  ) (   １    ) (   １    ) (   １    ) 

注１：人員配置の算定に用いる「前年度の入所者数」は、前年度（4 月 1 日～翌年

3 月 31 日）の全利用者等の延数（＝算定数）を前年度の日数で除した数とし、

小数点２位以下を切り上げます。（老企 40(5)②） 

（補足）定員超過にかかる「利用者数」は、入所日を含み退所等した日は含みませ

ん。（老企 40(2)④） 

注２：特別養護老人ホームに併設される短期入所生活介護については、特養に必要

とされる数の従業者に加えて併設短期の従業者を確保する必要があります。この

場合、特養と併設短期の利用者数を合算して、職員の配置数及び夜勤数を算出し

ます。（平 11 厚令 37 第 121 条第 4 項） 

注３：ただし併設短期の看護職員数については、特養のみの利用者数で算定しま

す。また、併設短期の「定員」が２０人以上の場合は、併設短期に「常勤」の看

護職員を１名以上配置する必要があります。 

注４：併設短期の生活相談員並びに介護職員及び看護職員のそれぞれのうち１人は

常勤でなければなりません。ただし、併設短期の「定員」が２０人未満の場合

は、この限りではありません。 

注５：看護職員、介護職員の配置数については、常勤換算方法で記入してくださ

い。 


